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議
案
審
議こんな

ことが 決まりました
令和６年　第３回定例会で

11議案　可決認定

令和６年度 一般会計補正予算（第４号）

１億7,464万１千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

町道新設改良工事 生活道路舗装工事補助金

町道雑草樹木管理
業務委託料 環境衛生対策委託料

新規就農総合支
援事業補助金

熱中症対策事業費
補助金

1,020万円1,020万円 710万円710万円

260万円260万円
495万円495万円

150万円150万円
102万９千円102万９千円

総額132億1,651万９千円

上坊所及び下坊所地区の生活道路整備に
伴う予算となります。

大字前牟田サギ被害対策の予算となります。

小学校前通学道路整備他に伴う予算とな
ります。

町道等にかかる雑草等
の代採及び処理の業務
委託料となります。

経営開始資金補助に伴
う予算となります。

保育施設等の冷房設備を設置又は更新する
ための予算となります。

　令和6年第3回定例会は9月2日から13日迄の12日間の会期で開催され、６議案が原案どおり可決し、令和
５年度決算認定については、決算特別委員会に付託、審議し５議案を認定しました。
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第３回定例会
33 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
34 令和6年度上峰町一般会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
35 令和6年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
36 令和6年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
37 令和6年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
38 令和6年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
39 令和5年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
40 令和5年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
41 令和5年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
42 令和5年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
43 令和5年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和６年　第３回定例会　議案賛否表

〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対

記

１．�社会保障の充実、地域活性化、ＤＸ化、脱炭素化、物価高騰対策、防災・減災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の
財政需要を的確に把握するとともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、より積極的な地方財源の確保・
充実をはかること。

２．�とりわけ、子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつある社会保障ニーズが自治体の一般行政
経費を圧迫していることから、引き続き、地方単独事業分も含めた、十分な社会保障経費の拡充をはかること。とくに、これらの分野
を支える人材確保にむけた自治体の取組を十分に支える財政措置を講じること。

３．�地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。また、地域間の
財源偏在性の是正にむけては、所得税や偏在性がより小さい消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本的な改
善を行うこと。

４．�政府が減税政策を行う場合、地方財政に影響が出ないよう、その財源は必ず保障すること。その際は、「国と地方の協議の場」を活用
するなどし、特段の配慮を行うこと。

５．�「地方創生推進費」として確保されている１兆円については、現行の財政需要において不可欠な規模となっていることから、恒久的財
源としてより明確に位置付けること。また、その一部において導入されている行革努力や取組の成果に応じた算定方法は、標準的な行
政水準を保障するという地方交付税制度の趣旨に反することから、今後採用しないこと。

６．�会計年度任用職員においては2024年度から勤勉手当の支給が可能となったものの、今後も当該職員の処遇改善や雇用確保が求められる
ことから、引き続き、その財政需要を十分に満たすこと。

７．�特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対して、その取り扱いを理由とした特別交付税の減
額措置を行わないこと。とりわけ地域手当については、全国で同様の職務を担っているにもかかわらず、支給割合に０～20％もの大き
な格差が生じていること、近隣自治体間における支給割合の差により人材確保上の困難が生じていることから、自治体の自己決定権を
尊重し、特別交付税の減額措置を廃止すること。

８．�自治体業務システムの標準化・共通化にむけては、その移行に係る経費と、移行の影響を受けるシステムの改修経費まで含め、デジタ
ル基盤改革支援補助金を拡充するなど、引き続き必要な財源を保障すること。また、戸籍等への記載事項における「氏名の振り仮名」
の追加など、DX化にともない地方においてシステム改修や事務負担の増大が想定される際は、十分な財政支援を行うこと。

９．�地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて重視されている地域公共交通について、公共交通専任担当者の確保を支援するとともに、
こども・子育て政策と同様、普通交付税の個別算定項目に位置付け、一層の施策充実をはかること。

10．�人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはか
ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　令和６年９月１３日
佐賀県上峰町議会

国に対し 意見書を提出
地方財政の充実・強化を求める意見書 全

員
賛
成
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎繰越金� １億4,677万2千円
◎普通交付税� 7,819万6千円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 3,249万5千円
◎デジタル基盤改革支援補助金� 2,279万6千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金費積立金� 9,830万円
◎地方公共団体情報ｼｽﾃﾑ標準化・共通化
　業務委託料� 2,279万6千円
◎町道新設改良工事� 1,020万円
◎生活道路舗装工事補助金� 710万円

歳入
132億

1,651万9千円

歳出
132億

1,651万9千円

町税
13億4,139万1千円 
10.1%

地方交付税
12億4,819万6千円 
9.4%

国庫支出金
9億31万6千円
6.8%

県支出金
9億1,847万5千円
6.9%

繰入金
39億1,181万3千円 
29.6%

町債
6,909万4千円
0.5%

寄附金
40億11万3千円
30.3%

その他
8億2,712万1千円
6.4%

総務費
84億4,335万8千円
63.9%

民生費
17億3,736万3千円
13.1%

農林水産業費
4億4,227万3千円
3.3%

土木費
5億4,037万5千円
4.1%

教育費
7億1,441万5千円
5.4%

公債費
2億6,425万9千円
2.0%
その他
2億1,942万9千円
1.8%

消防費
2億3,098万9千円
1.7%

衛生費
6億2,405万8千円
4.7%

本会期までの累計

一 般 会 計 １億7,４６４万１千円増額して、総額132億1,651万９千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
7,446万５千円増額し、11億2,316万５千円となる
後期高齢者医療特別会計
502万２千円増額し、１億4,360万５千円となる

農業集落排水特別会計　※歳出予算額
500万円増額し、８億3,009万６千円となる

土地取得特別会計
177万８千円増額し、178万円４千円となる

議長交際費の支出状況（令和６年度上半期）

区分 金額 内容
会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会
〃 3,000円 知事・市町議長懇談会

支援金 5,000円 原水爆禁止世界大会
お祝 6,700円 振興常任委員研修受け入れ先へ
献花 10,000円 上峰町戦没者追悼式
合計 29,700円

令和６年度　　正予算補
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決

算

一般会計

特別会計

主な財政指標

歳入総額
198億
3,119万
4千円

歳出総額
193億
9,758万
6千円

町税
14億3,514万9千円
7.2%

諸収入他
7億3,386万5千円
3.7%

地方交付税
13億2,451万7千円
6.7%

使用料・手数料
7,094万3千円
0.4%

国庫支出金
8億1,370万4千円
4.1%
県支出金
5億1,370万円
2.6%

町債
1億5,442万4千円
0.8%
繰越金
4億9,203万9千円
2.5%

繰入金
64億5,963万2千円
32.6%

寄附金
75億4,489万9千円
38.0%

各種交付金
2億8,832万1千円
1.4%

総務費
147億5,272万6千円
76.0%

民生費
18億2,677万8千円
9.4%

衛生費
7億7,612万9千円
4.0%

農林水産業費
4億2,265万1千円
2.2%

消防費
2億663万5千円
1.1%

教育費
6億6,532万8千円
3.4%

公債費
3億315万7千円
1.5% その他

1億9,805万7千円
1.1%土木費

2億4,612万6千円
1.3%

令和５年度 一般会計・特別会計　　算を認定決

歳入総額198億3,119万４千円：歳出総額193億9,758万６千円：差引額４億3,360万８千円

　令和６年９月２日の本会議において、令和５年度上峰町一般会計歳入歳出決算及び各種特別会計歳入歳
出決算が決算特別委員会に付託されました。９月９日から１１日の３日間にわたり厳正なる審査が行われ、
慎重な審査の結果、予算執行が適正であることを認め賛成多数をもって認定すべきものと決定されました。
　認定した内容は次のとおりです。

特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 10億6,622万1千円 9億7,309万1千円 9,313万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億3,562万5千円 1億3,060万1千円 502万４千円

土 地 取 得 177万９千円 0千円 177万9千円

農 業 集 落 排 水 ６億3,055万８千円 ５億5,764万5千円 7,291万3千円

指標の説明 Ｒ５年度 前年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源の割
合が高く、財政に余裕があるとされる。 0.52％ 0.55％

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど自由
に使える財源が多いとされる。 91.0％ 94.7％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す指
標。18％を超えると起債発行の際に許可が必要となり、
25％を超えると起債発行に制限がかかる。

7.5％ 9.0％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模の何
倍あるかを表す指標。 － －

（千円未満を四捨五入しているので、総額と一致しない場合があります）
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一
般
質
問

　9月定例会にて一般質問に登壇した議員は9名となります。通告の質問事項は、下記のとおりとなりますが、
議会の様子も編集後にホームページで掲載されますので、あわせてご覧ください。

No. 議　員 頁質問事項（◯印の質問事項が記事になっております）

１
①町長の一般社団法人理事就任の問題について
②ふるさと納税返礼品の鰻について
③中心市街地活性化事業の町財政計画等について

P.７
大川徹也議員

２
①地域振興対策について
②安全・安心な町づくりについて
３消防団について

P.８
石橋信議員

３
①町長選挙
２農業振興
③農業集落排水
4防災
5中心市街地開発

P.９

吉田豊議員

４
①ふるさと納税業務委託について
②ふるさと納税寄附金について
3中心市街地活性化事業の進捗及び今後の予定について

P.10
原直弘議員

５
①健康増進対策について
②福祉対策について
③振興対策について

P.11
寺﨑太彦議員

６
①大災害発生時の考えについて
②中心市街地活性化事業の進捗について
③農業振興について

P.12
鈴木千春議員

７
①集落支援員の活動について
②会計年度任用職員並びに行政事務支援員の雇用状況について
③鳥獣被害防止総合対策交付金事業について

P.13
蔵戸新議員

８
①上峰町中心市街地活性化事業関連について
②上峰町の今後の農業について
3ふるさと納税について

P.14
吉富隆議員

９
①農業集落排水事業について
②上峰町中心市街地活性化事業について
3町長の進退について

P.15
江﨑文男議員

一般
質問
そこが聞きたい!!

令和６年度　第３回定例会（９月）
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一
般
質
問

申
立
て
を
待
た
ず
に
選
挙

管
理
委
員
会
の
職
権
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
り
、
決

定
を
求
め
る
新
先
生
を
認

め
た
規
定
が
存
在
し
な
い

以
上
住
民
が
決
定
を
求
め

る
申
請
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
と
の
※
判
例
が
昭
和

６０
年
１１
月
２１
日
、
新
潟
地

方
裁
判
所
に
あ
る
。

問
今
回
の
事
案
に
対
し

て
、
決
定
し
た
、
し

な
い
を
含
め
、
公
表
し
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

答
総
務
課
長　

選
挙
管

理
委
員
会
の
会
務
と

し
て
は
、
選
挙
に
関
す
る

事
務
を
管
理
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
委
員
会
は
定
例

会
と
臨
時
会
が
あ
り
、
公

職
選
挙
法
に
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
の
議
決
を
行
っ

て
お
り
、
事
務
に
関
し
て

税
制
度
上
は
問
題
な
い
と

の
見
解
を
法
律
の
専
門
家

か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

問
誤
っ
て
「
大
隅
産
」

の
シ
ー
ル
を
貼
っ
た

の
が
、約
３
８
，６
０
０
尾
。

正
直
、「
誤
っ
て
」
だ
ろ
う

か
と
思
う
。
そ
れ
は
さ
て

お
き
、
こ
の
こ
と
は
寄
付

者
に
お
知
ら
せ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
上
峰
町
が
誠

実
な
対
応
を
さ
れ
る
か
ど

う
か
知
り
た
い
。

答
政
策
課
長　

町
の
立

場
か
ら
す
る
と
大
隈

産
以
外
の
鹿
児
島
産
、
宮

崎
産
で
あ
っ
た
と
し
て
も

国
産
鰻
で
あ
り
各
法
の
法

律
に
町
と
し
て
は
抵
触
し

な
い
と
い
う
形
と
考
え
ら

れ
る
。

４
つ
の
建
屋
が
建
築
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｌ
Ａ

Ｂ
Ｖ
方
式
に
よ
り
合
同
会

社
が
行
う
の
が
道
の
駅
と

文
教
施
設
に
な
る
。
定
住

促
進
住
宅
は
町
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ

答
町
長　

中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
は
文
字

ど
お
り
官
民
連
携
事
業
で

あ
り
公
か
ら
は
土
地
の
拠

出
と
Ｃ
Ｇ
Ｆ
で
あ
り
、
民

間
の
資
金
と
信
用
を
活
用

し
︑民
間
の
資
金
調
達
を
基

に
し
た
事
業
体
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金

が
影
響
を
受
け
て
も
中
心

市
街
地
事
業
に
は
影
響
を

受
け
な
い
。
私
の
公
約
は

健
全
な
財
政
状
況
を
維
持

し
な
が
ら
︑
こ
の
中
心
市

街
地
を
し
っ
か
り
と
し
あ

げ
る
と
い
う
こ
と
。
よ
っ

て
実
質
０
負
担
の
定
住
促

進
住
宅
に
加
え
て
町
の
税

負
担
は
１
億
程
の
範
囲
で

道
の
駅
建
設
。

要望
中
心
市
街
地
財
政
計

画
に
対
す
る
第
三
者

委
員
会
の
設
置
を
お
願
い

す
る
。

問
町
長
が
一
般
社
団
法

人
の
理
事
に
就
任
し

て
い
た
件
で
、
地
方
自
治

法
第
142※
条
の
請
負
人
等
と

な
る
こ
と
へ
の
禁
止
に
抵

触
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
同

143※
条
で
は
選
挙
管
理
委
員

会
が
、
そ
の
場
合
の
処
遇

を
決
す
る
と
あ
る
。
彼
ら

の
見
解
と
決
定
内
容
を
問

う
。答

総
務
課
長　

地
方
自

治
法
第
142
条
の
趣
旨

の
考
え
は
、
地
方
公
共
団

体
の
犠
牲
に
お
い
て
、
そ

の
長
の
個
人
的
な
利
益
を

図
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ

と
に
あ
る
と
の
判
例
が
あ

る
。
同
法
143
条
１
項
※
地
方

公
共
団
体
の
長
の
失
職
の

決
定
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
自
主
的
判
断
に
委
ね
ら

れ
た
専
権
に
属
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
ほ
か
か
ら
の

は
適
切
に
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

問
九
州
農
政
局
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、

久
留
米
市
の
事
業
者
が
少

な
く
と
も
令
和
２
年
11
月

か
ら
令
和
３
年
11
月
ま
で

鰻
の
不
適
正
表
示
を
行
い

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
取
り
扱
い
業
者
等

に
販
売
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
当
町
に
も
納
入

が
あ
っ
て
い
た
か
。
今
年

の
３
月
議
会
で
の
同
質
問

で
は
課
長
は
把
握
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

答
副
町
長　

当
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
で
国
産

鰻
と
し
て
出
品
し
て
い
た

も
の
に
「
大
隅
産
」
と
誤
っ

た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い

た
が
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

上
は
「
国
産
」
と
表
示
さ

れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
行
予
定
及

び
総
合
的
な
町
の
予
算
等

財
政
計
画
を
問
う
。

答
政
策
課
長　

事
業
開

発
の
内
容
と
し
て
は

に
よ
り
実
施
し
、
多
目
的

交
流
施
設
に
つ
い
て
も
町

が
公
共
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
す
み
分
け
ら
れ
て

い
る
。

答
総
務
課
長　

町
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
上
峰

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
お

り
、
具
体
的
取
組
事
業
も
計

画
並
び
に
整
備
が
は
じ
ま

り
、
事
業
に
伴
う
予
定
に
つ

い
て
、
財
政
計
画
を
下
に
執

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
詳
細
は
、
今
後
進
行

予
定
に
沿
っ
た
予
算
計
上
を

行
い
、
議
会
に
お
諮
り
し
た

い
。問

道
の
駅
、
住
宅
は
契

約
が
終
わ
っ
て
い
る
。

文
教
施
設
と
多
目
的
施
設

の
契
約
予
定
は
。

答
政
策
課
長　

文
教
施

設
は
開
発
会
社
た
る

合
同
会
社
の
方
で
今
後
詳

細
設
計
に
入
っ
て
い
く
の

で
以
降
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
多
目
的
施
設

に
つ
い
て
は
現
在
補
助
採

択
の
申
請
中
で
あ
り
そ
れ

以
降
と
思
っ
て
い
る
。

問
こ
れ
だ
け
の
豪
華
な

建
屋
に
は
お
金
が
い

る
。
合
同
会
社
に
投
入
し

た
金
額
が
令
和
５
年
度
末

で
、
累
計
83
億
円
。
現
時

点
で
幾
ら
残
っ
て
い
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
の
見
解
と
決
定
内
容
は

職
権
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
解
す
る
旨
の
判
例
が
あ
る

不
適
正
表
示
の
鰻
の
当
町
で
の
取
扱
は

「
町
の
立
場
と
し
て
は
」
法
律
に
抵
触
し
て
い
な
い

中
心
市
街
地
事
業
の
財
政
計
画
は

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
影
響
は
受
け
な
い

大川　徹也 議員

※は、P.16をご参照ください。7
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問
特
定
不
明
の
空
き
家

の
相
続
に
か
か
わ
る

方
の
調
査
は
ど
の
程
度

分
か
り
は
じ
め
て
い
る

の
か
。

答
住
民
課
長　
司
法
書

士
と
近
日
中
に
相
続

人
調
査
委
託
契
約
が
で

き
る
。

問
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行

く
為
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
作
成
し
て
い
る
の

か
。答

住
民
課
長　
相
続
人

が
確
定
し
た
ら
相
続

の
意
思
の
確
認
後
、
結

果
を
受
け
除
却
に
向
け

た
協
議
、
代
執
行
等
へ

問
高
齢
者
夫
婦
、
お
一

人
で
お
住
い
の
高
齢

者
の
方
へ
行
政
か
ら
支

援
、
協
力
は
で
き
な
い

の
か
。

答
住
民
課
長　
民
事
の

問
題
に
関
し
基
本
的

に
町
は
関
与
し
な
い
。

専
門
家
に
相
談
し
て
頂

き
た
い
。

問
道
路
、
町
道
関
係
に

つ
い
て
建
設
課
の
考

え
は
。

答
建
設
課
長　
住
民
課

答
弁
の
通
り
で
あ
る

問
管
理
地
区
で
も
、
高

齢
の
た
め
、
た
め
池

を
守
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
又
、
後
継
者
も
い

な
い
が
具
体
的
に
ど
ん

な
管
理
を
。

答
産
業
課
長　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

を
絞
っ
た
形
で
掲
示
さ

れ
て
い
る
。

問
所
有
者
が
国
、
町
、

集
落
、
未
確
定
の
場

合
税
金
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
税
務
課
長　
基
本
的

に
行
政
は
非
課
税
、

そ
の
他
は
課
税
標
準
額

が
少
な
い
の
で
非
課
税
。

問
未
確
定
は
ど
の
よ
う

に
。

答
税
務
課
長　
課
税
が

出
来
な
い
状
態
で
処

理
を
し
て
い
る
。

問
課
税
が
出
来
な
い
処

理
と
は
具
体
的
に
。

問
今
回
8
カ
所
改
修
予

定
だ
が
お
困
り
の
路

線
が
分
か
ら
な
い
。
他

の
路
線
で
も
簡
易
的
に

可
能
か
。

向
け
た
準
備
又
裁
判
所

へ
の
相
続
放
棄
申
請
の

確
認
等
が
発
生
す
る
。

相
続
人
全
員
が
放
棄
を

さ
れ
た
ら
相
続
財
産
清

算
人
の
選
任
を
申
し
立

て
す
る
な
ど
進
み
方
も

違
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
る
。

要望
司
法
書
士
と
連
絡
を

密
に
し
進
捗
管
理
を

課
長
に
お
願
い
す
る
。

が
、
法
改
正
等
も
あ
り

急
迫
の
場
合
に
つ
い
て

は
処
理
を
し
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
み
住
ま
わ

れ
、
体
が
弱
り
手
入

れ
も
出
来
な
い
方
々
へ

町
と
し
て
手
助
け
す
る

検
討
を
お
願
い
し
た
い

が
。答

住
民
課
長　
住
民
の

皆
様
に
問
題
提
起
す

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

き
な
が
ら
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
今
後

研
究
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

答
税
務
課
長　
後
ほ
ど

確
認
報
告
す
る
。

問
た
め
池
は
水
害
、
災

害
を
抑
制
で
き
る
機

能
も
持
っ
て
い
る
が
、

た
め
池
に
関
わ
る
地
域

は
維
持
管
理
が
非
常
に

難
し
い
局
面
に
あ
る
。

大
幅
な
環
境
改
善
事
業

は
国
、
県
、
町
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
管

理
の
ほ
う
を
前
向
き
に

検
討
願
う
。

答
産
業
課
長　
高
齢
化

の
波
は
来
て
い
る
。

今
後
問
題
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
検

討
し
て
い
く
。

答
建
設
課
長　
今
年
度

計
画
は
窓
口
で
確
認

で
き
る
。
又
該
当
箇
所

を
見
て
ご
要
望
等
を
聞

き
な
が
ら
計
画
、
見
直

し
を
や
っ
て
い
く
。

空
き
家
対
策
の
取
組
の
進
捗
は

相
続
人
調
査
を
進
め
て
い
る

大
字
堤
地
区
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

町
、
地
区
、
農
業
従
事
者
が
管
理

町
道
脇
Ｕ
字
溝
蓋
騒
音
解
消
は

側
溝
の
改
修
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
る

石橋　信 議員

竹
林
や
樹
木
が
倒
れ
掛
か
る

危
険
地
区
環
境
改
善
は

定
期
的
に
管
理
す
る
よ
う
周
知
を
図
る
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質
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答
建
設
課
長　
現
計
画

で
は
、
24
時
間
ト
イ

レ
と
情
報
提
供
施
設
と

駐
車
場
の
ト
イ
レ
は
坊

所
処
理
区
へ
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
等
は
多
目
的
交

流
施
設
と
し
て
町
が
設

置
す
る
公
共
施
設
で
あ

る
か
ら
町
の
下
水
道
へ

接
続
す
る
。
他
の
施
設

は
合
同
会
社
の
ほ
う
で

下
水
の
計
画
を
さ
れ
、

そ
こ
で
適
切
な
処
理
方

式
を
検
討
さ
れ
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

答
町
長　
今
、
課
長
が

答
弁
し
た
の
は
、
町

所
有
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
町
民
の
皆

様
が
災
害
時
に
使
う
可

能
性
が
高
い
。
※
蓋が
い
然ぜ
ん
性せ
い

が
高
い
と
こ
ろ
は
下
水

道
を
し
っ
か
り
と
整
備

す
る
の
は
当
然
。

町
長
選
に
対
す
る
出
馬

表
明
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長　
私
が
今
集
中

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
や
は
り
一
番
町

民
の
関
心
事
を
し
っ
か

り
と
全
力
で
力
を
注
い

で
い
く
こ
と
だ
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
お
り
、

そ
の
点
御
容
赦
い
た
だ

き
た
い
。

所感
今
日
は
メ
デ
ィ
ア
の

方
々
も
見
え
て
お

り
、
町
民
の
皆
様
も
明

日
の
新
聞
報
道
で
伝
え

ら
れ
る
の
で
、
町
民
の
皆

様
も
そ
れ
を
読
め
ば
町

長
の
気
持
ち
が
わ
か
る

と
思
い
質
問
を
終
わ
る
。

は
、
保
健
所
の
指
導
下

に
あ
る
の
で
、
保
健
所

に
確
認
を
し
て
い
く
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
で
は
、
各
種
の

施
設
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
先
の
課
長
の

答
弁
で
は
、「
下
水
に
取

り
組
む
可
能
性
が
あ
れ

ば
そ
れ
は
推
進
す
る
。」

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

一
部
の
意
見
と
し
て
、

処
理
能
力
の
関
係
か
ら
、

合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ

る
処
理
方
法
の
提
言
も

あ
る
。
私
は
、
農
集
排

に
接
続
し
、
環
境
の
維

持
と
農
業
用
水
の
安
全

確
保
を
は
か
る
べ
き
だ

と
思
う
。
建
設
課
長
と

し
て
、
中
心
市
街
地
の

各
種
施
設
の
排
水
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

問
最
初
の
町
長
就
任
当

時
の
町
の
財
政
事
情

は
、
第
二
の
夕
張
市
に

な
る
よ
う
な
危
機
的
財

政
事
情
だ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
、
町
の
財
政
再
建

に
取
り
組
み
、
み
ご
と

復
活
。
町
の
貯
金
で
あ

る
基
金
残
高
は
４５
億
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
大

型
商
業
施
設
の
跡
地
を

無
償
で
譲
り
受
け
、
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業

と
し
て
取
り
組
む
な
ど
、

行
績
の
数
々
、
町
民
の

武
広
町
長
に
対
す
る
期

待
は
大
き
な
も
の
で
あ

る
。
残
す
と
こ
ろ
も
あ

と
半
年
を
切
り
、
次
期

問
現
在
中
村
地
区
で
宅

地
開
発
が
進
ん
で
お

り
、
合
併
処
理
に
よ
る

排
水
処
理
が
計
画
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
排

水
基
準
は
現
在
の
農
業

用
水
の
基
準
は
守
ら
れ

る
の
か
。

答
建
設
課
長　
江
迎
地

区
の
処
理
方
法
は
、

真
空
式
と
い
う
ポ
ン
プ

で
汚
水
を
吸
い
上
げ
る

方
式
で
あ
り
、
機
能
的

に
無
理
が
あ
り
、
接
続

で
き
な
か
っ
た
。

問
農
集
排
の
設
置
目
的

は
、
生
活
環
境
の
向

上
と
、
農
業
用
水
の
浄

化
、
保
全
が
目
的
で
あ

る
。
現
在
の
当
地
域
は

筑
後
川
の
水
が
流
れ
て

い
る
が
、
こ
の
水
質
が

保
た
れ
る
の
か
。

答
町
長　
浄
化
槽
の
排

水
基
準
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
の
設
置
目
的

と
事
業
運
営
方
針
は

排
水
の
基
本
は
原
因
者
の
考
え

次
期
町
長
選
へ
出
馬
の
意
向
は

取
り
組
む
べ
き
諸
行
政
に
努
力

吉田　豊 議員

※蓋然性…ある事柄が起こる確実性や、ある事柄が真実として認められる確実性の度合い。確からしさ。

開発中の中心市街地
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一
般
質
問

問
ふ
る
さ
と
納
税
業
務

は
町
内
の
一
般
社
団

法
人
に
随
意
契
約
で
委

託
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

委
託
料
は
寄
付
額
に
対

す
る
歩
合
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。
令
和
4
年
度

の
委
託
料
は
約
9
億
8

千
9
百
万
円
、
令
和
5

年
度
は
約
7
億
1
千
4

百
万
円
で
あ
る
が
、
こ

の
額
が
実
情
に
即
し
た

も
の
で
あ
る
か
。
ま
た
、

適
正
な
も
の
で
あ
る
か

町
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答
政
策
課
長　
令
和
３

年
度
か
ら
現
在
の

８
％
と
し
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
が
主
催
す
る
会

議
に
お
い
て
も
、
参
加

自
治
体
の
状
況
等
を
伺

う
と
８
か
ら
９
％
が
主

流
の
よ
う
に
聞
い
て
お

り
、
全
国
的
な
傾
向
か

ら
し
て
も
著
し
く
乖
離

し
て
い
る
状
況
で
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問
こ
の
委
託
が
歩
合
と

い
う
形
で
発
注
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
毎
年
の

検
証
が
必
要
と
思
う
が
。

答
町
長　
町
が
関
わ
る

社
団
法
人
の
利
益
を

見
な
が
ら
委
託
料
を
増

減
さ
せ
る
こ
と
自
体
な

じ
ま
な
い
と
思
う
が
、

基
本
的
に
町
と
し
て
他

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や

中
間
組
織
と
い
わ
れ
る

地
域
商
社
の
委
託
料
を

問
令
和
4
年
度
及
び
5

年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
は
、
寄
付
に

伴
う
返
礼
品
や
事
務
費

等
を
除
い
た
約
78
億
円

を
、
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
（
旧
大
型
商
業

施
設
跡
地
開
発
）
を
行

う
合
同
会
社
に
返
済
不

要
と
な
る
条
件
で
支
出

さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
あ
っ
た
産
地
偽

装
に
よ
り
令
和
4
年
度

を
ピ
ー
ク
と
し
て
寄
附

額
も
下
が
る
様
相
を
見

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
寄
附
金
の
使
途

を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
ま
ず

寄
附
金
の
使
途
を
尋
ね

る
。

36
億
円
、
十
月
約
１
億

５
千
万
円
、
十
一
月
約

１
億
円
、
十
二
約
月
３

億
３
千
万
円
、
一
月
約

１
千
４
百
万
円
、
二
月

約
２
千
２
百
万
円
、
三

月
約
７
千
５
百
万
円
で

あ
る
。

問
昨
年
十
月
に
あ
っ
た

改
正
に
よ
り
九
月
は

駆
け
込
み
需
要
が
あ
り

納
税
額
が
増
え
た
の
だ

と
思
う
が
、
昨
年
に
発

覚
し
た
偽
装
問
題
で
寄

附
額
が
極
端
に
落
ち
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
し
て
お
り
、
今
後

の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
の
使
途
を
考
え
る
う

え
で
重
大
な
局
面
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

本
年
の
四
月
以
降
の
寄

附
額
の
実
績
は
。

答
町
長　
月
額
の
寄
附

金
に
一
喜
一
憂
せ

ず
、
し
っ
か
り
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
た
町
と
し

て
、
今
後
と
も
努
力
し

て
い
き
た
い
。

検
証
し
、
今
後
の
委
託

料
を
確
定
し
て
い
き
た

い
。答

政
策
課
長　
令
和
5

年
度
の
寄
附
金
は
75

億
4
千
3
百
万
円
で
概
算

で
伝
え
る
と
使
途
は
決
算

上
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｆ（
貸
付
金
）

約
29
億
円
と
積
立
金
約
46

億
円
で
あ
る
。
事
業
費
と

し
て
使
用
し
て
い
る
内
容

に
つ
い
て
は
決
算
書
添
付

資
料
、
歳
入
歳
出
決
算
の

概
算
を
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

問
令
和
5
年
度
の
月
ご

と
の
寄
附
額
は
。

答
政
策
課
長　
四
月
約

4
億
5
千
6
百
万

円
、
五
月
約
5
億
２
千

万
円
、
六
月
約
７
億
３

千
万
円
、
七
月
約
７
億

３
千
万
円
、
八
月
約
８

億
３
千
万
円
、
九
月
約

問
寄
附
金
の
動
向
を
知

ら
な
い
と
、
今
後
の

戦
略
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
思
う
が
、

課
長
は
本
年
度
の
寄
附

額
の
把
握
は
し
て
い
な

い
の
か
。

答
町
長　
働
き
方
改
革

で
、
行
政
の
四
半
期

に
１
度
の
報
告
、
締
め

を
や
ら
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
が
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
偽
装
問
題
に
揺

れ
た
と
き
に
は
情
報
開

示
が
山
ほ
ど
き
て
、
委

託
業
者
は
そ
の
書
類
作

成
に
膨
大
な
時
間
を
割

い
た
。
よ
っ
て
、
委
託

業
者
に
は
し
っ
か
り
機

能
を
発
揮
し
て
も
ら
う

こ
と
と
併
せ
て
、
議
員

か
ら
求
め
ら
れ
る
資
料

は
ど
う
い
う
形
で
提
出

す
る
こ
と
が
重
要
か
考

え
て
い
き
た
い
。

答
政
策
課
長　
収
入
調

定
で
伝
票
を
起
こ
す

タ
イ
ミ
ン
グ
で
把
握
を

し
て
い
る
。

本
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
実
績
は

寄
附
額
の
公
表
は
控
え
る

原　直弘 議員

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
の

　
委
託
料
は
適
正
で
あ
る
か

検
証
し
、
今
後
の
委
託
料
を
確
定
す
る
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一
般
質
問

が
ん
検
診
を
受
診
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
毎

年
受
診
す
る
こ
と
で
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
。

問
町
の
検
診
は
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
等
５
項

目
だ
け
で
安
心
出
来
る

の
か
。
医
療
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
、
予
防
事

業
を
重
点
的
に
し
て
い

く
こ
と
で
P
E
T
検
査

の
一
部
助
成
を
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

答
健
康
福
祉
課
長　
町

の
が
ん
検
診
は
、
国

の
指
針
に
基
づ
き
行
っ

て
い
る
。
新
た
な
町
独

自
の
保
健
事
業
を
行
う

こ
と
は
、
慎
重
に
考
え

て
い
き
た
い
。

携
し
戦
争
の
記
憶
と
平

和
の
尊
さ
を
後
世
に
語

り
継
い
で
い
く
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
べ
き
か

を
共
に
考
え
て
い
く
。

は
、
コ
ン
ビ
ニ
と
同
等

で
あ
る
。
現
在
、
道
の

駅
を
核
に
地
方
創
生
を

進
め
、
持
続
可
能
な
安

定
運
営
を
図
り
、
道
の

駅
自
体
を
ブ
ラ
ン
ド
に

し
て
い
く
。
ま
た
、
防

災
機
能
を
持
つ
安
心
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
を

す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活

躍
す
る
地
域
セ
ン
タ
ー

と
い
う
中
で
、
医
療
的

ケ
ア
児
、
病
児
保
育
の

対
応
で
き
る
子
育
て
支

援
施
設
、
ま
た
施
設
内

で
働
け
る
環
境
を
作
る
。

　

地
域
の
方
々
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
関
わ
り

所
得
を
温
め
る
こ
と
が

出
来
た
り
、
ま
た
、
通

販
に
努
力
し
て
い
こ
う

と
い
う
よ
う
な
流
れ
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
な
、

加
工
拠
点
が
必
要
で
あ

る
。

問
が
ん
の
早
期
発
見
の

た
め
の
P
E
T
検
査

の
助
成
は
出
来
な
い
の

か
。答

健
康
福
祉
課
長　
Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
ほ
ぼ

全
身
の
が
ん
の
有
無
を

1
度
の
検
査
で
調
べ
る

こ
と
が
で
き
、
が
ん
の

転
移
や
再
発
の
発
見
、

良
性
、
悪
性
の
識
別
が

出
来
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、胃
、食
道
、肝
臓
、

前
立
腺
な
ど
の
が
ん
は

早
期
発
見
が
難
し
く
、

ま
た
血
糖
値
が
高
い
方

は
診
断
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
費
用
が

高
額
。
町
の
集
団
検
診

で
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳

が
ん
に
つ
い
て
は
、
対

象
年
齢
の
方
に
無
料
で

問
町
の
遺
族
会
で
平
和

の
語
り
部
事
業
を
計

画
さ
れ
、
行
政
の
協
力

が
必
要
と
思
う
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　
遺

族
会
、
社
協
と
、
連

問
中
心
市
街
地
事
業
の

進
捗
と
道
の
駅
の
振

興
策
は
。

答
政
策
課
長　
４
つ
の

建
屋
が
建
築
さ
れ
、

道
の
駅
、
文
教
施
設
は

L
A
B
V
方
式
で
合
同

会
社
。
定
住
促
進
住
宅

は
P
F
I
方
式
で
、
多

目
的
交
流
施
設
は
町
が

公
共
で
実
施
す
る
。

問
中
心
市
街
地
に
は
、

認
定
こ
ど
も
園
、
高

校
、専
修
学
校
、図
書
館
、

子
ど
も
図
書
館
、こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
、子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
、

地
域
子
育
て
拠
点
、
直

売
所
等
が
入
る
が
こ
れ

以
外
に
な
に
が
入
る
の

か
。答

町
長　
道
の
駅
は
、

休
憩
施
設
か
ら
、
観

光
の
目
的
地
や
地
域
の

拠
点
に
発
展
し
て
い
る
。

道
の
駅
の
年
間
売
上
高

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
助
成
は

慎
重
に
考
え
て
い
く

平
和
授
業
等
の
取
り
組
み
は

後
世
に
継
い
で
い
く

道
の
駅
の
振
興
策
は

６
次
化
と
農
家
所
得
向
上
の
流
れ
を
つ
く
る

寺﨑　太彦 議員 上峰小学校にある忠魂碑
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一
般
質
問

各
家
庭
で
水
３
日
分
の
備
蓄
が
重
要

大
規
模
地
震
発
生
の
備
え
は

要
求
水
準
を
も
と
に
管
理
者
が
検
討

道
の
駅
の
加
工
場
は

定
員
を
超
え
る
申
し
込
み

有
機
農
業
に
ま
つ
わ
る
講
演
会
の
参
加
者
は

問
大
規
模
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
が
、
上
峰

町
に
お
い
て
、
も
し
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た

場
合
の
初
動
の
動
き
や

備
え
な
ど
検
討
さ
れ
て

い
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

上
峰
町
に
お
い
て

は
、
佐
賀
平
野
北
縁
断

層
帯
が
延
び
て
お
り
、

断
層
全
体
が
活
動
し
た

場
合
、
Ｍ
7.5
程
度
の
地

震
が
発
生
し
、
震
度
７

程
度
の
大
き
な
地
震
動

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
地
震
へ
の

備
え
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
で
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
初
動
か
ら
応
急
・
復

旧
の
各
段
階
に
応
じ
て
、

「
被
害
情
報
の
収
集
」
や

「
人
命
救
助
活
動
」、「
避

難
者
避
難
所
支
援
」、「
緊

急
支
援
物
資
の
集
積
・

輸
送
」〜「
生
活
再
建
支

援
」
等
の
災
害
対
策
を

行
う
。

問
地
域
防
災
計
画
に
は

県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
、
佐

賀
平
野
北
縁
断
層
の
被

害
想
定
と
し
て
、
断
水

に
陥
る
可
能
性
が
53
％

と
の
数
字
で
あ
る
が
上

峰
町
で
断
水
に
陥
る
可

問
道
の
駅
の
加
工
場
に

つ
い
て
は
兼
ね
て
か

ら
当
町
に
加
工
拠
点
が

な
く
、
６
次
化
の
促
進

と
し
て
付
加
価
値
を
つ

け
新
た
な
産
品
を
創
出

す
る
と
い
う
理
解
を
し

て
い
る
が
。

答
政
策
課
長　
道
の
駅

に
は
管
理
者
が
生
じ

る
の
で
、
そ
こ
で
い
ろ

問
「
有
機
農
業
に
ま
つ

わ
る
映
画
上
映
と
講

演
会
」こ
ち
ら
の
参
加
人

数
は
。

答
産
業
課
長　
定
員
を

超
え
る
申
し
込
み
が

あ
り
、
当
日
は
約
400
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

問
参
加
者
の
内
訳
は
。

答
産
業
課
長　
今
回
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施

い
ろ
な
検
討
が
さ
れ
る
。

答
町
長　
従
前
の
要
求

水
準
の
取
り
ま
と
め

の
中
で
聞
き
取
り
を
し
、

「
漬
物
や
味
噌
づ
く
り
の

場
が
ほ
し
い
。」
あ
る
い

は
「
油
を
搾
る
機
器
な

ど
そ
う
い
う
拠
点
が
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
い

た
だ
き
、
要
求
水
準
に

す
で
に
あ
が
っ
て
い
る
。

し
、
そ
の
回
答
の
速
報

値
と
し
て
、
回
答
者
数

292
通
。
男
性
85
名
、
女

性
207
名
、
年
齢
階
層
は

60
歳
以
上
が
98
名
で
最

も
多
く
、
つ
い
で
40
代

が
68
名
、
50
代
が
66
名
、

30
代
が
43
名
、
20
代
以

下
が
16
名
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
県
外
か
ら
も

96
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

鈴木　千春 議員

１
人
３
リ
ッ
ト
ル
を
３

日
分
、
こ
の
備
蓄
を
目

標
に
啓
蒙
し
て
い
き
た

い
。

能
性
に
つ
い
て
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

上
峰
町
の
断
水
被
害

の
想
定
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る

が
、
上
水
道
の
断
水
率

が
91
％
、
下
水
道
の
機

能
支
障
率
が
14
％
と

な
っ
て
い
る
。

問
断
水
に
対
す
る
町
の

備
蓄
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

飲
料
水
の
備
蓄
と
し

て
は
500
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
備
蓄
を
２
，３
０

０
本
保
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
者
と
防
災

協
定
を
結
ん
で
お
り
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
コ

ン
ビ
ニ
等
か
ら
飲
料
水

の
緊
急
調
達
で
あ
る
程

度
確
保
す
る
予
定
。
ま

た
︑
東
部
水
道
企
業
団

の
給
水
車
︑
あ
る
い
は

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
部

隊
に
よ
る
応
急
給
水
の

要
請
を
考
え
て
い
る
︒

加
え
て
︑
ま
ず
は
各
家

庭
で
の
備
蓄
と
い
う
の

が
最
も
重
要
で
あ
り
︑

上峰町防災サイト 上峰町防災サイト
地震ハザードマップ

上峰町防災サイト
災害への備え
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集
落
支
援
員
を
交
え
て
検
討

集
落
支
援
員
の
活
動
事
例
の
発
信
は

委
託
事
業
所
の
雇
用
条
件
下
で
従
事

行
政
事
務
支
援
員
の
雇
用
状
況
は

問
会
計
年
度
任
用
職
員

な
ら
び
に
行
政
事
務

支
援
員
の
職
務
内
容
及

び
給
与
等
待
遇
に
違
い

は
あ
る
の
か
。

答
総
務
課
長　
会
計
年

度
任
用
職
員
は
、
当

町
で
は
有
資
格
者
で
専

門
性
を
有
す
る
職
種
の

経
験
値
が
高
く
、
業
務

に
精
通
し
て
い
る
等
が

主
な
雇
用
条
件
で
あ
る
。

行
政
事
務
支
援
員
は
委

託
先
事
業
所
の
雇
用
条

件
の
も
と
、
町
が
提
示

し
た
業
務
仕
様
書
に

沿
っ
て
い
る
。
業
務
内

容
は
主
に
一
般
事
務
補

助
や
専
門
業
務
補
助
等

で
あ
る
。
給
与
体
系
は

ど
ち
ら
も
職
種
や
業
務

内
容
に
応
じ
た
形
態
と

な
っ
て
い
る
。

問
期
末
手
当
や
年
休
付

与
日
数
の
条
件
に
違

い
は
あ
る
か
。

問
集
落
支
援
員
の
活
動

状
況
は
。

答
産
業
課
長　
今
年
４

月
か
ら
７
月
で
ア
ラ

イ
グ
マ
３３
頭
を
捕
獲
、
外

来
水
草
対
策
と
し
て
オ
オ

フ
サ
モ
、ホ
テ
イ
ア
オ
イ
、

ア
カ
ウ
キ
ク
サ
を
駆
除
し

た
。問

他
市
町
の
集
落
支
援

員
と
の
交
流
や
視

察
、
研
修
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
現
在
聞

き
取
り
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
他
市
町
と
の
交

流
は
希
望
は
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
有
害
鳥
獣

対
策
研
修
を
令
和
４
年

問
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
交
付
金
に
つ
い

て
、
財
務
省
よ
り
改
善

点
と
検
討
の
方
向
性
が

発
表
さ
れ
た
が
、
本
町

の
侵
入
防
止
柵
の
維
持

管
理
状
況
は
。

答
産
業
課
長　
設
置
さ

れ
た
際
に
は
適
切
な

設
置
を
町
が
確
認
し
て

い
た
。
以
後
の
維
持
管

理
は
所
有
者
が
実
施
し

て
い
る
。

問
耐
用
年
数
が
残
存
期

間
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
営
農
し
て
い
な
い
。

設
置
し
て
も
突
破
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
補
修
を

し
て
い
な
い
点
が
大
き

な
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
自

治
体
に
は
今
後
交
付
し

な
い
と
い
う
厳
し
い
指

摘
で
あ
る
。
来
年
度
か

ら
今
回
の
指
摘
事
項
が

答
総
務
課
長　
会
計
年

度
任
用
職
員
の
雇
用

は
町
だ
が
、
事
務
支
援

員
は
委
託
先
事
業
所
で

採
用
す
る
た
め
、
そ
の

基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

雇
用
主
で
定
め
ら
れ
る
。

問
委
託
先
事
業
所
の
雇

用
に
関
す
る
た
め
こ

れ
以
上
は
言
及
し
な
い

が
、
１
つ
確
認
し
た
い
。

今
現
在
事
務
支
援
員
と

し
て
従
事
し
て
い
る
職

員
が
今
後
、
経
験
年
数

や
技
能
を
習
得
し
た
場

合
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
町
の
直
接
雇

用
に
す
る
こ
と
は
可
能

か
。答

総
務
課
長　
会
計
年

度
任
用
職
員
を
希
望

さ
れ
る
な
ら
ば
、
町
が

そ
の
業
務
に
沿
っ
た
募

集
を
か
け
た
場
合
に
応

募
す
る
こ
と
は
可
能
だ

と
思
う
。

度
に
引
き
続
き
今
年
度

も
受
講
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

問
活
動
実
績
の
報
告
会

や
事
例
紹
介
、
情
報

発
信
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
令
和
２

年
度
に
広
報
紙
に
て

水
草
対
策
の
情
報
発
信

を
行
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
は
し
て
い
な
い
。
今

後
集
落
支
援
員
を
交
え

て
情
報
発
信
を
検
討
し

て
い
く
。

適
用
さ
れ
る
た
め
、
交

付
が
受
け
ら
れ
な
い
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
ま

ず
は
現
状
把
握
か
ら
で

も
早
急
に
し
て
も
ら
い

た
い
が
。

答
産
業
課
長　
現
状
把

握
を
し
て
い
き
た
い
。

蔵戸　新 議員

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

　
　
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

現
状
把
握
か
ら
し
て
い
き
た
い

イノシシに突破された柵
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般
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問
上
峰
町
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
の
内
容

と
そ
の
総
事
業
費
は
。

答
政
策
課
長　
道
の
駅

に
関
し
て
は
、
24
時

間
ト
イ
レ
、
情
報
提
供
施

設
、
駐
車
場
が
道
の
駅
の

基
本
3
点
セ
ッ
ト
に
な

り
、
こ
れ
に
物
販
等
の
地

域
振
興
施
設
が
加
わ
る
。

将
来
的
に
は
、
こ
の
基
本

3
点
セ
ッ
ト
部
分
を
町
に

帰
属
さ
せ
、
こ
の
部
分
に

関
し
て
は
民
設
、
公
有
、

民
営
と
い
う
形
に
な
る
。

地
域
振
興
施
設
に
つ
い
て

は
、
民
設
、
民
有
、
民
営

と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ

る
。
定
住
促
進
住
宅
に
つ

い
て
は
、
P
F
I
を
活
用

し
、
民
設
、
公
有
、
民
営

に
な
る
。
文
教
施
設
に
つ

い
て
は
、
公
共
の
部
分
も

入
居
す
る
計
画
が
あ
り
、

そ
の
部
分
は
、
民
設
、
公

有
、
公
営
そ
れ
以
外
は
、

民
設
、
民
有
、
民
営
と
な

る
。多
目
的
交
流
施
設
は
、

公
設
、
公
有
、
公
営
と
な

る
。
総
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
合
同
会
社
が
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
を
持
っ
て
展
開
し

て
い
る
事
業
で
あ
る
た

め
、
全
体
的
な
把
握
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
予
定

も
含
め
現
段
階
で
町
の
方

で
把
握
し
て
い
る
支
出
を

申
し
上
げ
る
。
道
の
駅
に

関
し
て
は
、
地
方
創
生
関

連
交
付
金
約
5
億
円
。
こ

れ
は
、町
裏
負
担
は
０
円
。

下
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
接
続

と
し
て
約
１
，５
０
０
万

円
、
こ
れ
は
町
単
独
費
用

の
み
。
社
会
資
本
関
係
の

交
付
金
に
よ
る
車
路
舗

装
、
広
場
整
備
と
し
て
、

２
，５
０
０
万
円
、
こ
れ

は
町
の
裏
負
担
が
1
，

300


万
円
ほ
ど
入
っ
て

い
る
。
今
後
の
予
定
さ
れ

る
医
療
的
ケ
ア
児
対
応
の

認
定
こ
ど
も
園
設
置
費
用

の
う
ち
町
の
裏
負
担
、
こ

れ
は
、
幼
稚
園
部
分
４
分

の
１
、
保
育
園
部
分
１２
分

の
１
と
い
う
形
に
な
る
。

合
算
す
る
と
、
約
１
億
円

程
度
の
支
出
を
見
込
ん
で

い
る
。

問
同
事
業
の
完
成
時
期

は
、
想
定
で
も
構
わ

な
い
が
何
年
の
何
月
頃

に
。答

政
策
課
長　
定
住
促

進
住
宅
が
、
令
和
８

年
４
月
の
供
用
開
始
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

問
町
の
今
後
の
農
業
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
令
和
３

年
に
策
定
し
た
上
峰

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
、
農
業
生
産
基

盤
の
充
実
、
意
欲
あ
る

将
来
負
担
比
率
ゼ
ロ
。

自
主
財
源
比
率
は
９
年

連
続
佐
賀
県
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
、
そ
う
い
う
状
況

に
な
っ
た
。
貯
金
も
借

金
に
つ
い
て
も
大
幅
に

改
善
し
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
維
持
し
、
身
の

丈
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
に

し
な
が
ら
維
持
し
て
い

き
つ
つ
、
中
心
市
街
地

を
し
っ
か
り
並
行
し
て

い
く
こ
と
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
。

多
様
な
担
い
手
の
育
成
、

特
色
の
あ
る
地
域
農
業

の
振
興
、
地
産
地
消
の

促
進
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
農
業
を
め
ざ
す
。

町
が
表
に
出
る
農
業
の
取
り
組
み
を

今
後
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

吉富　隆 議員

町
で
支
出
す
る
も
の
の
み
把
握
し
て
い
る

総
事
業
費
は

令
和
７
年
３
月
オ
ー
プ

ン
。
文
教
施
設
に
つ
い

て
は
、
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｖ
方
式

で
合
同
会
社
が
行
う
。

こ
ち
ら
は
、
以
後
詳
細

設
計
の
段
階
で
あ
る
。

多
目
的
交
流
施
設
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
採
択

後
に
設
計
に
入
っ
て
い

く
。問

貸
付
す
る
行
政
側
の

財
源
は
。

答
政
策
課
長　
財
源
は

寄
附
財
源
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ふ
る
さ
と
納

税
。問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
大
変
難
し
い

問
題
と
は
い
え
、
今
後

は
町
長
を
軸
に
し
て
、

所
管
課
、
委
託
業
者
と

の
連
携
を
取
り
、
法
律

に
触
れ
る
こ
と
な
く
寄

附
を
い
た
だ
け
る
努
力

を
お
願
い
す
る
。
町
長

の
意
気
込
み
を
。

答
町
長　
最
も
財
政
難

だ
っ
た
町
政
の
時
か

ら
、
町
民
の
お
か
げ
で
、

実
質
公
債
比
率
は
7.5
％
、

開発中の中心市街地
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問
７
処
理
区
の
現
状
は
。

答
建
設
課
長　
令
和
６

年
３
月
31
日
現
在
、

前
牟
田
処
理
区
93.4
％
、

堤
処
理
区
90.3
％
、
坊
所

処
理
区
94.6
％
、
切
通
処

問
提
出
資
料
の
説
明
を
。

答
建
設
課
長　
坊
所
処

理
場
の
10
年
後
の
加

入
済
未
接
続
件
数
に
よ

る
増
加
は
28
人
と
算
定

し
、
他
の
予
測
さ
れ
る

要
因
は
、
多
目
的
交
流

施
設
ア
リ
ー
ナ
、
こ
れ

が
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

武
道
館
が
併
設
さ
れ
る

計
画
で
、
切
通
処
理
区

へ
接
続
す
る
の
で
、
現

況
の
坊
所
処
理
区
に
接

続
し
て
い
る
武
道
館
︑

問
町
か
ら
の
合
同
会
社

へ
の
貸
付
金
83
億
円

は
、
貸
付
条
件
が
貸
付

期
間
20
年
、
償
還
回
数

15
回
の
元
利
均
等
払
い
、

元
利
利
息
と
も
据
置
期

間
が
５
年
で
、
据
置
期

間
が
過
ぎ
て
１
回
目
の

第
三
者
委
員
会
の
停
止

条
件
の
判
断
と
認
識
し

て
い
た
が
。

答
政
策
課
長　
Ｃ
Ｇ
Ｆ

に
関
し
て
は
、
第
三

者
委
員
会
か
ら
報
告
が

上
が
っ
て
き
た
後
に
、

停
止
条
件
の
契
約
と
い

う
形
で
や
っ
て
い
る
た

め
、
停
止
条
件
が
外
れ

た
際
に
は
、
議
会
の
ほ

理
区
97.6
％
、
江
迎
処
理

区
89.9
％
、
井
柳
処
理
区

94.7
％
、
三
上
処
理
区

95.9
％
、
の
住
民
が
使
用

さ
れ
、
全
体
で
住
民
登

録
ベ
ー
ス
の
供
用
率
は

94.7
％
。

共
施
設
で
あ
り
、
指
定

避
難
施
設
に
な
る
計
画

で
あ
る
た
め
、
切
通
処

理
区
に
接
続
す
る
。
こ

の
施
設
の
実
施
設
計
が

終
わ
っ
て
い
な
い
が
、

現
状
で
は
受
け
入
れ
可

能
人
口
は
843
人
と
算
定

し
て
い
る
。
こ
の
接
続

に
よ
り
、
坊
所
処
理
区

に
接
続
し
て
い
る
体
育

館
、
プ
ー
ル
、
武
道
館

の
汚
水
流
入
人
口
188
人

が
減
に
な
り
余
剰
が
出

る
。
そ
の
他
の
施
設
の

汚
水
処
理
計
画
は
、
合

同
会
社
で
行
う
。

体
育
館
︑
プ
ー
ル
の
供

用
人
口
が
188
人
減
に
な

る
資
料
で
あ
る
。

問
事
業
区
域
の
汚
水
計

画
は
。

答
建
設
課
長　
情
報
提

供
施
設
、
24
時
間
ト

イ
レ
、
駐
車
場
に
つ
い

て
は
町
所
有
の
防
災
拠

点
と
な
り
、
こ
の
施
設

の
汚
水
流
入
人
口
445
人

を
坊
所
処
理
区
に
接
続

す
る
計
画
。
ま
た
、
多

目
的
交
流
施
設
ア
リ
ー

ナ
は
町
が
設
置
す
る
公

う
に
権
利
の
放
棄
と
い

う
形
で
上
程
を
行
う
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
そ

の
際
の
１
債
権
１
放
棄

と
い
う
の
は
、
こ
の
債

権
の
１
契
約
に
対
し
て

１
放
棄
と
い
う
こ
と
で
、

１
議
案
の
上
程
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

町
か
ら
の
貸
付
金
８３
億
円
の
返
済
は

停
止
条
件
が
外
れ
た
ら
権
利
の
放
棄

農
集
排
事
業
の
各
処
理
区
の
現
状
は

少
人
数
の
職
員
で
効
率
的
な
運
営

中
心
市
街
地
の
汚
水
計
画
は

官
民
お
の
お
の
で
計
画

江﨑　文男 議員

◎ 加入済未供用の接続実績

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 件数 ※人口

一般家庭 7 1 5 1 6 4 3 0 3 1 0 0 2 0 1 0.6 1.7

事業所等 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0.2 1.1

５ヵ年計

※ 平均人口は平均件数 × 平均供用人数→ 一般家庭：3,453/1,247＝2.77人/件

事業所等：  427/   78＝5.48人/件

◎ 坊所処理場１０年後のイメージ

切通処理場

※ 加入済未供用分の増加見込：（ 1.7人 + 1.1人 ）× １０年 ＝ 　２８人人

※ 武道館・体育館・プールの減少：　　　　　　　 　　　　　＝ １１８８８８人人

実　　績（件数） 直直近近55年年平平均均

令和６年　第３回定例会　資料

2222 1133 44

加入済未供用 新規宅地開発

自自然然増増減減（（出出生生・・死死亡亡））

社社会会増増減減（（転転入入・・転転出出））

減減増増 増増

武道館・体育館・

プール

新新武道館・

体育館・

プール

15



地方自治法第１４２条
　　…�普通地方公共団体の長は、当該普通地方公共団体に対し請負をする者及びその支配人

又は主として同一の行為をする法人（当該普通地方公共団体が出資している法人で政
令で定めるものを除く。）の無限責任社員、取締役、執行役若しくは監査役若しくは
これらに準ずべき者、支配人及び清算人たることができない。

　　　平成15年12月25日東京高裁判例
　　　�「地方公共団体の犠牲において、その長の公人的な利益を図ることを防止することに

ある」

地方自治法第１４3条１項
　　…�普通地方公共団体の長が、被選挙権を有しなくなったとき又は前条の規定に該当する

ときは、その職を失う。その被選挙権の有無又は同条の規定に該当するかどうかは、
普通地方公共団体の長が公職選挙法第十一条、第十一条の二若しくは第二百五十二条
又は政治資金規正法第二十八条の規定に該当するため被選挙権を有しない場合を除
くほか、当該普通地方公共団体の選挙管理委員会がこれを決定しなければならない。

　　　昭和６０年11月21日新潟地方裁判所判例
　　　�「普通地方公共団体の長の失脚の決定は、同行の文理及び趣旨に照らし、当該地方公

共団体の選挙管理委員会の自主的判断に委ねられた専権に属するものであって、ほか
からの申立てをまたずに選挙管理委員会の職権によって行われると解するのが相当
であり、決定を求める申請を認めた規定が存在しない以上、地方公共団体の住民が選
挙管理委員会に対して決定を求める申請をすることはできないものというべきであ
る」

　　　�※昭和５４年７月２７日大阪高裁でも同様の判例あり

地方自治法第１85条の２
　　…�選挙管理委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。

用語の説明
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議
会
活
動

　

令
和
６
年
７
月
29
日

か
ら
31
日
ま
で
２
泊
３

日
の
日
程
で
岩
手
県
岩

手
郡
岩
手
町
及
び
岩
手

県
紫
波
町
へ
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
石
橋
委
員
長
、
江
﨑

副
委
員
長
、
寺
﨑
委
員
、

大
川
徹
委
員
、
蔵
戸
委

員
の
5
名
で
す
。
岩
手

町
の
研
修
目
的
は
①
農

産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
②
道
の
駅
「
石
神
の

丘
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。紫
波
町
は
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

岩
手
町
農
産
品

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　

岩
手
町
は
人
口
約
₁

２
，０
０
０
人
、
面
積
は

上
峰
の
約
30
倍
の
広
さ

で
す
が
７５
％
程
が
山
林
、

原
野
の
中
山
間
地
で
す
。

地
形
を
有
効
的
に
活
用

し
、
年
間
を
通
し
て
農

業
に
よ
る
生
産
性
を
上

げ
る
努
力
を
続
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。　

露
地

野
菜
、
畜
産
を
中
心
と

し
た
農
業
が
基
幹
産
業

で
あ
り
米
、
野
菜
（
特

に
キ
ャ
ベ
ツ
）、牛
、豚
、

葉
た
ば
こ
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
畜
産
物

の
豚
肉
、
牛
肉
は
農
業

産
出
額
の
約
70
％
程
を

占
め
て
お
り
、
又
キ
ャ

ベ
ツ
は
東
北
一
の
産
地

と
し
て
首
都
圏
を
中
心

に
全
国
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
。
又
半
世
紀
の
歴

史
を
持
つ
全
国
屈
指
の

薬
用
作
物
産
地
で
も
あ

り
ま
す
。

　

岩
手
町
は
環
境
保
全

型
農
業
推
進
の
町
で
も

あ
り
畜
産
農
家
が
産
出

す
る
堆
肥
を
活
用
し
化

学
肥
料
の
使
用
を
削
減
、

園
芸
農
家
が
生
産
す
る

飼
料
作
物
で
飼
育
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
耕
畜
連
携
の
取
り

組
み
が
き
っ
か
け
と
な

り
畜
産
農
家
と
園
芸
農

家
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解

決
が
出
来
た
と
の
事
で

し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
品
一
例
。

「
岩
手
め
ん
こ
い
黒
牛
」

「
や
ま
と
豚
」
６
次
産
業

化
と
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
専

用
ド
レ
ッ
シ
ン
グ「
キ
ャ

ベ
タ
リ
ア
ン
宣
言
」

「
キ
ャ
ベ
ツ
酢
」。フ
ル
ー

ツ
ワ
イ
ン
「
ル
ル
と
リ

リ
」（
岩
手
産
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
や
り
ん
ご
を
使

用
）道

の
駅
「
石
神
の
丘
」

の
取
組
に
つ
い
て

　

全
国
で
も
珍
し
い
美

術
館
を
併
設
し
、
草
花

と
彫
刻
が
楽
し
め
る「
花

と
ア
ー
ト
の
森
」
に
休

憩
、
情
報
発
信
機
能
、

地
域
の
活
性
化
に
加
え

防
災
機
能
を
目
的
と
す

る
施
設
が
附
帯
し
て
い

の
未
来
を
創
造
す
る
出

発
駅
と
す
る
決
意
、
エ

リ
ア
を
出
発
点
と
し
て

持
続
的
に
成
長
し
て
い

く
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。

エ
リ
ア
内
の
施
設
は
民

間
企
業
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
、
市
民
複
合
等
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
公
共
施
設

に
は
図
書
館
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

応
援
セ
ン
タ
ー
、
民
間

施
設
に
は
産
直
、
歯
科
、

眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
カ

フ
ェ
、
居
酒
屋
、
学
習

塾
等
が
入
居
、
オ
ガ
ー

ル
紫
波
株
式
会
社
が
主

導
し
、
民
間
の
連
携
を

は
か
っ
て
い
る
。

ま
す
。
町
、
農
協
、
商

工
会
出
資
の
第
３
セ
ク

タ
ー
が
運
営
（
産
直
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
情
報
施

設
、
農
産
加
工
組
合
）

年
間
約
４０
万
人
の
利
用

者
が
訪
れ
る
。

紫
波
町
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
に
つ
い
て

　

ま
ず
オ
ガ
ー
ル
と
は

紫
波
の
方
言
「
お
が
る
」

は
成
長
を
意
味
し
、ガ
ー

ル
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
駅

を
意
味
し
ま
す
。
紫
波

振
興
常
任
委
員
会
研
修
報
告�

委
員
長　
石
橋　
信

道の駅「石神の丘」

オガールプラザ
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令和 6年
　第 3回定例会（9月）
P.２
P.３
P.6～15

こんなことが決まりました（主な議案）
議案賛否表
そこが聞きたい（一般質問）

■
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
　

☎
0952−

52−
2184

■
上

峰
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
上
峰
町

検
　
索
➡➡

上
峰

議
会

だ
よ

り
　

211号
　

令
和

６
年

10月
24日

発
行

■
発

行
／

佐
賀

県
上

峰
町

議
会

　住
所

／
上

峰
町

大
字

坊
所

383番
地

１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
鈴
木　
千
春

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
江
﨑　
文
男

�

委
員　
　
　
石
橋　
　
信

�

委
員　
　
　
蔵
戸　
　
新

　
食
欲
の
秋
、
天
高
く
馬　
こ
ゆ
る
秋
と
太
古
の
昔
か

ら
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、今
年
の
秋
は
、10
月
に
入
っ

て
も
、
毎
日
30
度
を
超
え
る
真
夏
日
が
連
日
続
い
て
い

ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
方
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
季
節
は
刻
刻
と
変
り
、
早
く

も
稲
刈
り
が
済
ん
だ
水
田
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

今
日
こ
の
頃
で
す
。
朝
夕
は
、
め
っ
き
り
秋
を
感
じ
る

よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
熱
中
症
に
は
留
意
さ
れ
る
と

共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
第
五
類
に
移
行
は
し

た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
油
断
は
出
来
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。ど
う
ぞ
、町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
康
に
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
元
気
で
新
年
の
初
日
の
出

を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
祈
念
致
し
ま
す
。�（
吉
田
）

あ
と
が
き

行事への参加� ７月～９月

８月７日　　郡内全議員研修会
８月１５日　　上峰町戦没者追悼式
８月２１日　　県内全議員研修会
９月１４日　　上峰中学校体育大会
９月１５日　　上峰町敬老会
９月２９日　　上峰小学校体育大会

　上峰町消防団本部は、「上峰町は自分たちで守る」という熱い志を持っ
た本町役場の職員で構成され、１８人が所属しています（令和６年９月１日現在）。
　消防団は、地域に根差したコミュニティです。人と人とのつながりを大事にし、日頃から訓練を積
み重ねています。
　今年度は１１年ぶりに佐賀県消防操法大会が開催され、本町消防団は、三神地区の代表として小型ポ
ンプ操法の部に出場しました。
　経験豊富な第１部から第４部までの先輩団員４名と若手の本部団員５名の合計９名からなる選手団
を結成し、一致団結して大会に臨みました。結果は入賞を逃しましたが、放水で火点の的を倒すタイ
ムは県内で最も早く、本町消防団の消防技術の高さを披露することができました。
　消防団は、一緒に町を守る仲間を募集しています。心肺蘇生法やＡＥＤの使い方も訓練するので、
大切な人を守る力も手に入れることができます。
　上峰町消防団をこれからもよろしくお願いします。

新しい発見！

消防団
の紹介 「上峰消防団本部」

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、１１
月２９日（金）から１２月６日
（金）までを予定しています。
　一般質問は１２月２日（月）
及び３日（火）の予定です。

上峰町役場 総務課
問い合わせ

☎0952-52-2181
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